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大越将司会⾧エレクト 
 

みなさん、こんにちは。 
本日は、小高会⾧が体調不良で欠席とのことです
ので、代わりに私から、先日 4 月 14 日にありま
した、次年度会⾧幹事会議の報告も併せてご挨拶
申し上げます。 
 先週金曜日にいすみ市・九十九里ヴィラそとぼ
うにて会議がありました。例年ですと、第一回は
新旧の引継ぎで一緒に行うのが慣例ですが、1 週
早く次年度メンバーだけで行うということで、次

年度ガバナー・鵜沢氏の姿勢が見て頂けると思います。 
 次年度 RI テーマは「世界に希望を生み出そう」、地区テーマは「エンゲージメン
トを育もう」です。「エンゲージメント」とは、ビジネス用語では、「従業員の愛社
精神」のことを言うそうで、ロータリーでは「会員がクラブへの愛着心を育もう」
という意味とのことでした。 
 今期のガバナー公式訪問は 11 月以降との方針で、公式訪問の際にはクラブ協議会、
訪問後の食事会を行わないとのことです。したがって、ガバナー公式訪問は、例年
よりは短時間で終了するかと思われます。一方でガバナー補佐の訪問は、年度初・
クラブ協議会・年度末、必要があれば＋αと３～4 回の訪問が予定されており、初回
の訪問は 7 月の例会を予定しております。 
それまでに、活動報告書を諏訪ガバナー補佐に送付しなければなりませんので、 
先日事務局・椎名様よりお知らせがありました通り、4 月 29 日の地区研修・協議会
が終了したら、早めに計画策定に着手頂きますよう、各委員⾧の皆様、よろしくお
願いいたします。 
 全体的な印象として、次年度鵜沢ガバナーは大変まじめな方の印象ですので、み
なさまもお付き合い下さい。私も初めての会⾧ですので、右も左も分かりませんが、
「押忍」の精神で善処します。皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 
 以上で、小高会⾧の代わりの会⾧挨拶とさせていただきます。 
 

 

みなさん、こんにちは。2018 年にここに呼んで頂き、子ども食堂の話をさせて頂
きました。今回もご縁があり卓話をさせて頂きますことを嬉しく思っています。 

今日はケアクラウンについてお話させて頂きます。 
私のこの格好は、ケアクラウンの正装です。 
ケアクラウンというのは、パフォーマンスを見せる事を目的とし
ていません。日本では、ホスピタルクラウン・クリニクラウン・
ケアリングクラウンなどこの 3 つが有名です。 
組織化されているのはこの 3 つと言っても過言ではありません。
様々な名前で表されますが共通の理念は、笑いとユーモアを用い
て、目の前の人の心のケアをする道化師のことです。 

ホスピタル・クラウンは、1980 年代、アメリカでサーカス団
員をしていたマイケル・クリスチャンセンが友人の子どもが入院
している病院を訪ねパフォーマンスを見せたのが始まりだとい
われています。その存在を世界に広めたのがアメリカ人医師の
Dr．パッチ・アダムスさんです。私が所属している Clown One Japan はパッチさん 
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髙山幹事より 

鎌ヶ谷ロータリークラブ 
創立 50 周年記念式典並びに祝賀会ご案内 
 
1.日時 2023 年 5 月 21 日（日） 

登録受付 1  13 時 00 分 
記念式典点鐘  14 時 00 分 
記念祝賀会   15 時 30 分 
アトラクション 
閉会      17 時 00 分 

2.登録料 お一人 15,000 円 
3.会 場 アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張 

（千葉市美浜区ひび野 2-3） 
 
登録〆切 2023 年 5 月 3 日  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

当日の受付は、代表の方１名がクラブ受付窓

口にて、名札・資料などをまとめて受け取っ

て下さい。なお、会⾧エレクトは指定の席が

設けられていますのでそちらに着席下さい。 

がアメリカで立ち上げた Clown One という団体の日本支部で、イタリアにも支部が
あります。 
彼は十代の時に何度も何度も自殺未遂を繰り返し心が病んでいました。 
彼はウエストバージニア州で生まれ育つのですが、そこはとても人種差別がひどい
ところでした。病の原因の一つとも言われています。 

パッチは、マーチン・ルーサー・キング牧師の有名な演説「I Have a Dream（私
には夢がある）」「すべての人間は平等に作られている」を聞き、自分の生き方を見
つめ直すきっかけとなりました。うつ病を患い、自殺未遂を繰り返していた自分を
変えようと精神病院に入院します。そこでは自分の描いている医療とはまったくか
け離れた現実がそこにはありました。自分が医者になって理想とする医療をアメリ
カに作ろうということで医者を目指します。 
研修先の病院で浣腸器についている赤いスポイトの丸いゴムの部分を切り、自分の
鼻に付け、がんの治療をしている小児病棟の子供達に笑いを届けたのが活動の始ま
りでした。 

私とケアクラウンの出逢いは、私が中学生の頃に「パッチ・アダムス（ロビン・
ウィリアムス）」という映画と出逢い、こんな素晴らしい
お医者さんがいるんだと感動し、尊敬する歴史上の偉人に
パッチ・アダムスと書くぐらいとても影響された方です。
大人になり、パッチ・アダムスさんがつくった赤鼻の団体
がある事を知り、ずっとずっと憧れ続けて来た、尊敬し続
けて来たパッチ・アダムスさんがまだこの世の中に生きて
ると知った時に、「この人に絶対逢いたい」という衝動に
かられました。どこにいる人なのかも分かりませんし、今、
何をされているのか全くわかりませんでしたので、私は、
パッチがつくった団体の日本事務局というところで赤鼻
の研修を受ける事になります。これが私と赤鼻との出逢い
です。 

このパッチさんが広めた病院内でのクラウンの活動が世界中に広がっていますが、
残念ながら日本ではまだこの活動がメジャーではなく、外国と日本の考え方の違い
を感じます。 
日本では、子供達の権利、地位があまり大事にされない歴史がありましたが、やっ
とこども家庭庁設置法（全てのこどもについて、個人として尊重され、その基本的
人権が保障される）が施行され、日本でもようやくこの活動が認知されるようにな
りましたが、もっともっと広く認知されて欲しいなあと個人的には思っています。 

私達の活動の場は病院以外にも無限にあります。 
彼の原点が世界平和、差別を無くす。私たちの団体は、パッチを筆頭にアフガニス
タンの戦地にも行きます。記憶に新しいのは 2019 年房総半島台風南房総市にも行っ
ておりますし、熊本地震、北海道地震の際にも現地に出向き子供達と遊びました。 
昨年のお話ですが、千葉市内で生活を始めたウクライナの避難民との交流会にも参
加しています。 
このコロナ禍で 3 年間活動を休止していましたが、今活動を再開したいのがキッズ
クラウンです。子供達に教室（講座）を積み重ね赤鼻の活動を知って頂く活動や地
域の高齢者施設を訪問し、赤鼻を付け交流をさせて頂く事です。 
 
私がパッチからもらった赤鼻マインドを少しだけ・・・ 
 
● ケアは労働や義務ではなくアートなんだよ 
● きみは在りたい自分を生きてるかい？ 
● I LOVE ME からはじめよう。 

必要なのは、愛とユーモア  
 
赤鼻は心を開く魔法のカギ、目の前にいる人達と私を繋いでくれるパスポートだと
思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

幹 事 報 告 

4/29(土・祝)開催 地区研修協議会 


